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当社は、平成

ついて、平成

したので、お知らせいたします。

 

 

１．配当の内容

 

基 準

1株当たり配当金

配 当 金 総

効 力 発 生

配 当 原

 

２．理由 

 当社は、将来の事業展開と経営体質の強化のために内部留保を確保するとともに、株主の皆様に対し

ても継続的な安定

 

（参考）年間配当の内訳

 

基 準

当 期 

（平成 29 年

前 期 

（平成 28 年

当社は、平成 29 年６月

ついて、平成 29 年６月

お知らせいたします。

１．配当の内容 

 

基 準 日 

株当たり配当金 

配 当 金 総 額  

効 力 発 生 日  

配 当 原 資 

 

当社は、将来の事業展開と経営体質の強化のために内部留保を確保するとともに、株主の皆様に対し

ても継続的な安定配当を実施していくことを基本方針としております。

（参考）年間配当の内訳

準 日 

 実 績 

年 3 月期） 

 実 績 

年 3 月期） 

剰余金の配当

年６月７日開催の取締役会において、平成

年６月 23 日開催予定の第

お知らせいたします。 

決定額

平成 29 年

10 円

306 百万円

平成 29 年

利益剰余金

当社は、将来の事業展開と経営体質の強化のために内部留保を確保するとともに、株主の皆様に対し

配当を実施していくことを基本方針としております。

（参考）年間配当の内訳 

第 2四半期末

7円

7円

剰余金の配当

日開催の取締役会において、平成

日開催予定の第 38 期定時株主総会において下記のとおり提案することを決議しま

決定額 

年 3月 31 日 

円 00 銭 

百万円 

年 6月 26 日 

利益剰余金 

当社は、将来の事業展開と経営体質の強化のために内部留保を確保するとともに、株主の皆様に対し

配当を実施していくことを基本方針としております。

四半期末 

円 50 銭 

円 50 銭 

会 社

代表者名

問合せ先

     

剰余金の配当に関するお知らせ

日開催の取締役会において、平成

期定時株主総会において下記のとおり提案することを決議しま

記 

直近の配当予想

（平成 29

平成

当社は、将来の事業展開と経営体質の強化のために内部留保を確保するとともに、株主の皆様に対し

配当を実施していくことを基本方針としております。

1 株当たり配当金（円）

社 名 エヌ・デーソフトウェア

代表者名 代表取締役社長

 （コード：

問合せ先 執行役員

    （TEL．

に関するお知らせ

日開催の取締役会において、平成 29 年 3 月

期定時株主総会において下記のとおり提案することを決議しま

直近の配当予想

29 年 5 月 12 日公表）

平成 29 年 3月 31

同左 

― 

― 

― 

当社は、将来の事業展開と経営体質の強化のために内部留保を確保するとともに、株主の皆様に対し

配当を実施していくことを基本方針としております。

株当たり配当金（円）

期 末 

10 円 00 銭 

10 円 00 銭 

エヌ・デーソフトウェア

代表取締役社長   

（コード：３７９４

執行役員経営企画部長

．0238－47－

に関するお知らせ 

月 31 日を基準日とする剰余金の配当に

期定時株主総会において下記のとおり提案することを決議しま

直近の配当予想 

日公表） 

31 日 

当社は、将来の事業展開と経営体質の強化のために内部留保を確保するとともに、株主の皆様に対し

配当を実施していくことを基本方針としております。 

株当たり配当金（円） 

 

 

平成 29

エヌ・デーソフトウェア株式会社

  佐 藤  

３７９４、東証第二

部長 猪 股

－3477） 

日を基準日とする剰余金の配当に

期定時株主総会において下記のとおり提案することを決議しま

前期実績

（平成 28 年

平成 28 年 3

10 円 00

307 百万円

平成 28 年 6

利益剰余金

当社は、将来の事業展開と経営体質の強化のために内部留保を確保するとともに、株主の皆様に対し

合 計

17 円 50

17 円 50

29 年６月７日

株式会社 

  廣 志 

二部） 

股  実 

日を基準日とする剰余金の配当に

期定時株主総会において下記のとおり提案することを決議しま

前期実績 

年 3 月期） 

3 月 31 日 

0 銭 

百万円 

6 月 27 日 

利益剰余金 

当社は、将来の事業展開と経営体質の強化のために内部留保を確保するとともに、株主の皆様に対し

計 

0 銭 

0 銭 

 

以 上 

 
日 

日を基準日とする剰余金の配当に

期定時株主総会において下記のとおり提案することを決議しま

当社は、将来の事業展開と経営体質の強化のために内部留保を確保するとともに、株主の皆様に対し

 


